
地中送電ケーブルの緊急点検の概要 

１．指示文書について 

平成 28 年 10 月 12 日に東京都内で発生した停電を踏まえ，経済産業省から一般送

配電事業者に対して，高経年化による劣化が疑われる可燃性の地中送電ケーブルに 

ついて，その安全性が適切に確保されているか緊急点検を行い，点検状況について 

１カ月以内に報告するよう求められていたもの。 

２．点検概要 

（１）対象設備 

高経年化による劣化が疑われる可燃性の地中送電ケーブル（ＯＦケーブル※１） 

 線路数：６５線路 

 回線延長※２：約１４８ｋｍ（亘長※３：約１０２ｋｍ） 

   ※１：oil filled cable: 内部に絶縁用の油を封入し，電気の絶縁性を高めたケーブル。 

※２：亘長を回線数倍（２回線なら２倍，３回線なら３倍）したもの。回線とは，三相３線式の送電 

線の場合，電線３本を１組としたものであり，これを２組設置している場合は２回線となる。 

   ※３：線路毎の起点から終点までの長さ。 

（２）内 容 

 ケーブル点検 ：ＯＦケーブルおよびＯＦケーブル同士をつないでいる接続 

部の目視点検 

 油量・油圧点検：ＯＦケーブルに供給する絶縁油を貯蔵している油槽（油の 

タンク）の油量・油圧の測定点検 

（３）結 果 

 対象設備の全数を点検した結果，異常は認められず，安全性に問題のないことを

確認しました。 

以 上

（参考）ケーブル点検状況       （参考）油量・油圧点検状況
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